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日本行動計量学会事務局
〒106-8569
東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所 馬場研究室内
Tel 03-5421-8739（直通）
Fax 03-5421-8796

日本行動計量学会第32回大会を終えて
二宮理憙

日本行動計量学会第32回大会は去る9月15
日から18日まで青山学院大学にて開催されま
した。第一日目は青山キャンパスで、残りは相
模原キャンパスでの開催となりました。期間中
大きな問題もなく無事終了できましたこと、開
催関係者一同、安心と感謝でいっぱいでござい
ます。
研究発表会における参加者は311名で，特別

講演3件、特別セッション14、一般セッション
14、発表された研究テーマの範囲は心理学分野
から医学、農学、統計学などと広範囲に分布し、
本学会の本質を遺憾なく表現しているといえま
しょう。さらに懇親会にまで調査を持ち込んだ
のは、初めてではないかと自負しております。
せっかくの年に一度の集まりです、集合された
会員の皆さんが互いにくつろいだ雰囲気で自由
に議論できる場所をと、多くの自由空間を用意
いたしました。これもある程度目的をかなえて
くれたと理解しております。
前にも報告しましたように、この相模原

キャンパスは郊外にあり、しかも横浜線という
JR一本に頼っていることが大きな不安材料で
した。この路線が問題を起こしますと、学会を
予定通り行うのは困難となります。しかもその
可能性は航空機事故よりかなり大きいようで
す。参加予定者に満足感を与えて学会を開催す
るには、第一に交通の便を充分に考慮する必要
がありました。実行委員長として、現場で情報
を収集して、いつの時点でどんな判断を下す
か：例えば、1時間遅らせて始める、2時間遅ら
せて始める、午前中の半日分中止、1日分中止、
全体の中止、場所の変更など、そして、中止し
た部分の手当て、ウェブページの利用による情
報公開、すなわち研究報告と発表予定原稿公
開、その時のパスワード配布と維持管理、イン
ターネット利用反対会員への特別サービスなど
など、このような問題は考えたくもないのが責

任者としての心情ですが、許されることではあ
りませんので、一応の計画は立てておきまし
た。
交通の便ばかりではありません。電気系統

の障害が発生した場合、当キャンパスの自家発
電装置は特殊なサーバを除き備えがないため、
照明はもとより液晶表示装置もエスカレータも
エレベータも機能しません。そこで電気会社の
責任者に伺いますと、事故の場合でも1時間以
内で復帰できるとのことでしたので、表面上は
何の対策もしませんでした。実は世田谷よりこ
の相模原に移転した理由の一つに建物の耐震性
がありました。相模原キャンパスの耐震性は充
分考慮されていますのでご安心下さい、との建
設した会社からの伝言ですが、私としては、ガ
ラスの割れやすいという特性は消えていない、
したがって地震や台風発生時、どこへ逃げ込め
ば安全です、と指示が出せないのが実情でし
た。
責任者としていつどんな事故が起こっても

対処できるように、常に全体が把握できる場所
にいる必要があると考え、そのように行動した
つもりです。一部に会場が狭すぎるなど、ご迷
惑をかけたところがありましたが、幸いにして
大きく問題となるケースは起こることなく、学
会を無事終了することができました。まったく
感謝の一言に尽きます。
しかしこの報告書を書いていますと、台風

は近くまでたびたび訪れ、あまり遠くないとこ
ろで地震が起こるなど、もしあのときにと考え
ると、またも感謝の一言が出てきます。
最後に、学会開催にご協力いただきました

学会員のみなさん、特に理事会の方々、実行委
員会、学生スタッフとして運営に携わってくれ
た皆さんに心から感謝いたします。

日本行動計量学会第32回大会実行委員長
二宮理憙



日本行動計量学会会報 第103号 2004年12月1日

－2－

日本学会事務センターの破綻と

本学会の対応について
2004.11.30

理事長 杉山明子

日本行動計量学会の学会事務を委託していた
（財）日本学会事務センターが、2004年8月17日に
破産し、11月 29日に東京地方裁判所で債権者集会
が開催され、破産管財人からその経緯と現状の報告
がありました。ここにその概略を報告するととも
に、本学会の対応について述べます。

1. 破産の概要
日本学会事務センターは2004年 8月 6日に民事

再生法の適用を申請したが、8月9日に棄却、8月17
日に破産宣告となった。破産管財人に竹村葉子弁護
士が指名され財産の整理を行い、10月 31日現在の
財産目録を提示した。それによると資産額約4億に
対し負債額約21億で、負債額は資産額を17億も上
回っている。債権は(1)公租公課、(2)優先債権、(3)一
般破産債権（学会関係11億余の債権はここに入る）
の順に返却されるとのことで、学会への返却見通し
は全くないことが分かった。
破産に至った直接のきっかけは、学会から預か

り金の返還請求が急増し資金不足となったためであ
る。6月21日以降の学会へ返還された額は110余学
会へ6.5億余であり、このうちマスコミ報道後の返
却は52学会2.1億である。このことはマスコミ報道
以前にも、うすうす状況を感じた職員から1千万以
上の預かり金のある学会へ助言していたふしがあ
る。通常の年より多い返還額であり、被害学会から
の問い合わせもあったので、契約書、返還理由など
を精査したが、問題にできる証は得られなかった。
とくに理事・評議員を出している学会に偏ってもい
なかった。
破産の原因は、平成3年の駒込ビル建設に際して

1億円の資金不足に端を発し、学会ユーティティセ
ンターの設立、大阪事務所の開設などの拡大路線と
バブルの崩壊とが重なったことにあった。また、赤
字が嵩んで行った状況は監査から指摘されていたが
内部止まりで、平成16年になって初めて決算報告書
で公になった。
学会事務センター役員から私財の提供の申し出

があった。提供先を学会事務センターと、学会とに
分けて金額が示された。A氏はセンターに500万円、
B氏はセンターに200万円と学会に2,000万円、C氏
は学会に100万円等々だった。このうち学会あての
金額を合計すると数千万円であった。

この理事からの申し出を受けるか、それをどう
処理・配分するかについては、破産管財人の仕事で
はなく、被害学会が一つになって交渉することであ
る。

2. 日本行動計量学会の対応
当学会の債権額は、年間収入のほぼ2割であっ

た。その後、被害学会救済のための特別科学研究費
に応募し「和文誌発行」が認められた。
この結果、学会業務は予定どおりに進められる

見通しがたったので、被害学会として損害賠償請求
訴訟などには参加しない。
新しく会員業務を委託する会社を目下検討中で

ある。近日中に決定し、2005年度の会費請求業務か
ら委託を開始する予定である。
決まり次第、学会ホームページで告知すること

としたい。

功績賞（林知己夫賞）
野元菊雄

今回は思いもかけず、学会の名誉ある賞を下さ
るということを、最初柳井さんからお電話があった
ときは、全く何のことかよく分りませんでした。学
会には古くから加わらせていただいておりました
が、行動計量学そのものの発展には何かの貢献が
あったという自覚は全くありませんでしたから、そ
ういうことになるとは考えてもおりませんでした。
このお知らせは意想外のことでただ驚くばかりであ
りました。昔から数的にものを扱って何らかの結果
を出すことは好きではありました。ですから終戦後
間もなく「日本人の読み書き能力調査」が始まった
ときは、言語学科の先輩であった柴田武氏の誘いを
受けて参加することにしました。ここで林知己夫先
生と初めて一緒に仕事をすることになりました。い
わゆる馬が合うということから、同じ仕事をする時
はずっと一緒だということになり、そのうち共に八
丈島まで遊びに行くようにもなりました。宿屋では
朝昼夕と三食飛び魚攻めになったりしました。
さて、何の回り合わせか、この「読み書き能力調

査」の報告書作成のために、多くの委員から最後に
なって5人の委員が残りました。わたしの外は、4人
はそれぞれの研究所に所属し、本を作るとき言語の
専門はわたし一人になりました。その頃の会議で
は、4人乃至5人という言葉がよく出てきました。一
番若い私が正式の著者名の中に入れるにしても入れ
ないにしても、それは最終決定まで待つことにし
た、という意味でありました。一致して入れる、と
決めるのは少し貫禄不足という認識があとの4人の
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頭の中にあったものでしょう。そのうちに皆さんに
認めていただいて、わたしの名もいろいろなところ
に出るようになりました。この仕事はわたしが大学
を出て最初の仕事となり、それの完成と共にこの仕
事は終ったのですから、わたしにとっては感慨深い
ものでした。
最終的に決定する前から、わたしはこの本にい

ろいろの新しい試みを、やや実験をやってみまし
た。その一つ、造本上の一つの遊びは本のページ数
で、各章ごとにページ数を0で起こしその章の終わ
りでページ数を閉じ、次のページは次の章の0ペー
ジから起こす、というものでした。こうすると、本
のページ数は普通の本よりずっと多くなってしまい
ます。今でも文献などにこの本が紹介してあるとこ
ろを見ると、非常に厚い本のページ数のようなこと
が書いてあることがあります。それから、この本を
天金にするという話が出ましたが、私自身も注文し
なかったのですが、変なものの好きな林先生は熱心
になって一人だけ注文しました。ですからこの本は
林家にあるかどうか知りませんが、世に一冊だけは
少なくとも存在したことがあるわけです。
各編(章)ごとに0からページ数を起こすことを承

知してくれたのは東大出版部でした。当時ベストセ
ラー「東大戦没学生の手記『はるかなる山河に』」を
編集していた若い出版人がいたこと、同期ぐらいの
学生も出版部にはいて、当時青春後期の勢いもあり
承知してくれました。おかげで、本の目録などには
実際の本より厚いページで記載してあるものもあり
ます。
どうも簡単にお礼だけ申し上げるつもりだった

のが長くなりました。林先生にはわたしは専門外に
眼を開かせていただいた、とは言っても、学の発展
そのものにはあまり寄与しなかったものの、学会初
期に編集関係者または和文誌編集長などとして現在
の学会誌のスタイルの確立のためにはいささかお手
伝いできたか、と思っております。そういうことで、
林先生亡きあとお別れ会で献杯の音頭を取らせてい
ただくという光栄なことを勤めさせていただきあり
がたいことでありました。一言余計なこととしてお
話させていただきました。
学会が今後ますます発展されることを祈念して

御礼のお手紙を閉じることといたします。どうもあ
りがとうございました。役員諸氏によろしくお伝え
ください。

2004年 10月吉日
野元菊雄

優秀賞（林知己夫賞）を受賞して
長岡技術科学大学 工学部 植野真臣

この度の日本行動計量学会第32回大会において、
優秀賞（林知己夫賞）をいただき本当に光栄に思っ
ております。わたしは、ちょうど今から15年前の
1989年の岡山の大会より行動計量学会に参加させて
いただき、ちょうど学会に入って15年を迎えるとこ
ろとなりました。学部、修士は、当時、神戸大学に
所属されていた永岡慶三先生にご指導いただき、博
士課程、助手時代は、当時、東京工業大学に所属さ
れていた繁桝算男先生にご指導いただきました。行
動計量分野では、主にIRTの研究等を行ってきまし
たが、学生時代は、むしろ実用的な観点をそれほど
重要視せず、論文になる題材を探し、論文をかけば、
それでその研究が終わるというような研究スタイル
でした。このスタイルは、今から考えると褒められ
た研究スタイルではないと思いますが、ほとんど社
会との接点がない学生時代でしたので、それでも
しょうがなかったのかもしれません。むしろ、その
間にいろいろな基礎的な勉強ができたことを非常に
感謝しております。しかし、やはり、助教授になり、
社会との接点ができてくると、一転して研究観は大
きく変わりだしました。論文の数を出すよりも、そ
の論文が役に立つのかどうかが一番の関心になりま
す。しかし、ともすると、このような考え方は、基
礎研究を否定する考え方にもつながる場合がありま
すが、それは間違いだと思ってます。理論と実践の
一体化こそが、重要な課題なのだと思っています。
自分の考えた基礎的な研究が、システム化された
り、実際に利用されるということは研究論文を書い
たことのひとつの大きな目的だと思ってます。ま
た、実際に現実の場に移したときに、理論の問題が
表面化し、新しい研究が生み出されることが重要だ
と思っています。近年では、知識を財として扱う知
識経営という分野が経営学等の分野で注目されてき
ていますが、その考え方の中で、他の財と知識の
もっとも異なるところは、一般の財は使えば使うほ
どその価値は下がるのに対して、知識という財は、
使えば使うほど増え使われない知識は消滅していく
という特徴が挙げられています。学術社会における
論文とは、まさしく、知識の源泉であるべきなので
すが、その価値は、その知識が使われるかどうかに
よってのみ価値が決定するというものです。これま
で、私が十分に実践活動を行ってきたかどうかを省
み、今後もこのような賞をいただいたことを励み
に、少しでも現実問題に貢献できるような研究をし
ていけたらと考えております。最後になりました
が、日本行動計量学会の関係者の方々に深く感謝い
たします。
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第8回春の合宿セミナー

のお知らせ

毎年、恒例となりました日本行動計量学会春の
合宿セミナーですが、今回は東邦大学理学部でお世
話をさせていただくことになりました。合宿が前提
の本セミナーですが、あいにく適当な宿泊施設をご
用意することができませんでした。
そのかわりといってはなんですが、開催場所が

都心からでも通えるということもありますので、1
日だけの参加も可能なようにプログラムをくみ、な
おかつ、各コースごとに1日ずつたっぷりと時間を
とることとしました。また、合宿セミナーの本来の
趣旨に沿うよう、初心者の方がはじめから学べる内
容となるようにし、計算機実習室を利用した実習形
式のセミナーもご用意いたしました。各講師の先生
方も、各テーマの第一人者であり、教え上手と評判
の先生方にお願いしております。
たくさんの方々のご参加をお待ちいたしており

ます。

日時：2005年 3月 22日（火）～3月24日（木）
場所：東邦大学 習志野キャンパス 理学部3号館
千葉県船橋市三山2-2-1
（JR津田沼駅よりバス，京成大久保駅より徒歩）
定員：3/23の因子分析コースのみ、実習形式のため
50名、他はそれぞれ、定員100名。必ず、事前に
参加申し込みを行ってください。

参加費：会員学生3,000円，非会員学生4,000円，
会員一般6,000円，非会員一般10,000円
一部だけのご参加も可能ですが、参加費は全日
程参加の場合と同額となります。事前振込の場
合には、各500円割引となります。

懇親会：3月22日（火） 18:00～20:00 習志野キャン
パス内学食、懇親会費未定。

宿泊：各自でご用意ください。東邦大学向けの料金
で宿泊できるホテルを、下記のWebページにて
紹介いたします。

参加申し込み：実習形式のセミナーもございますの
で、必ず下記Webページより参加申し込み手続
きを行ってください。

主催：日本行動計量学会運営委員会
共催：東邦大学理学部情報科学科
問い合わせ先：企画担当 菊地賢一（東邦大学）
kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp

プログラム：
（3/23、24は、並行して2コース行われます。）
3月 22日
基礎統計コース
13:00～ 15:00，15:30～ 17:30
基礎統計の統合的理解
南風原 朝和（東京大学）

懇親会 18:00～ 20:00

3月 23日
因子分析コース（定員50名・実習形式）
10:00～ 11:30，13:00～ 15:00，15:30～ 17:30
SASによる因子分析入門
中村 知靖（九州大学）

ベイジアンネットワークコース
10:00～ 11:30
ベイズの基礎と考え方
繁桝 算男（東京大学）
13:00～ 15:00
ベイジアンネットワークモデルの基礎
植野 真臣（長岡技術科学大学）
15:30～ 17:30
ベイジアンネットワークのアルゴリズム
本村 陽一（産業技術総合研究所）

3月 24日
共分散構造分析コース
10:00～ 12:00，13:30～ 15:30
共分散構造分析の数理
狩野 裕（大阪大学）

社会調査コース
10:00～ 12:00
世論・選挙調査
鈴木 督久（日経リサーチ）
13:30～ 15:30
Web調査
吉村 宰（大学入試センター）

セミナーの詳細、参加申し込み手続きは、
http://www.kikuchi-lab.jp/seminar2005/

をご覧ください。12月下旬には公開の予定です。

奨励賞を受賞して
独立行政法人 大学入試センター

荘島宏二郎

ありがとうございました！みなさまのご指導の
おかげです。これからもがんばります。できれば、
もっと日本や世界のためにがんばりたいと思ってま
すが、まだまだ若輩者なので、できるところからコ
ツコツやることにします。
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Professor Ingram Olkin

行動計量講演会のご案内

この度、Meta-analysisの第１人者であるProfessor
Ingram Olkinをお招きして行動計量講演会を開催い
たします。
ご関心をお持ちの皆様には多数ご参加いただけ

れば幸いです。

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

行動計量講演会

統合化のための統計的手法とその歴史
Meta-analysis: History and statistical issues for combin-
ing the results of independent studies

日時： 2005年2月23日 (水) 15:30-17:00
会場： 統計数理研究所講堂
企画： 柳井晴夫（大学入試センター研究開発部），丹
後俊郎（国立保健医療科学院）

司会： 柳井晴夫（大学入試センター研究開発部）
招待講演者： Professor Ingram Olkin (Stanford Univer-
sity, USA)

WEB （http:/ /www.niph.go.jp/soshiki/gijutsu/
index_j.html）をご参照下さい。

<Abstract>
Meta-analysis enables researchers to synthesize the

results of independent studies so that the combined weight
of evidence can be considered and applied.  Increasingly
meta-analysis is being used in medicine and other health
sciences, in the behavioral and educational fields to aug-
ment traditional methods of narrative research by system-
atically aggregating and quantifying research literature.
Meta-analysis requires several steps prior to statisti-

cal analysis: formulation of the problem, literature search,
coding and evaluation of the literature, after which one
can address the statistical issues.
We here review some of the history of meta-analysis

and discuss some of the problematic issues such as vari-
ous forms of bias that may exist.
The statistical techniques that have been used are non-

parametric methods, combining proportions, and the use
of different metrics, and combining effect sizes from con-
tinuous data.
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

研究部会募集
　

日本行動計量学会では、研究活動の活性化をは
かるため、研究部会を設け、活動経費の助成を行っ
ています。研究部会には、一定地域での研究推進活
動や研究普及活動を主な目的とする地域部会、およ
び、オリジナリティーに富んだ研究成果を挙げるこ
とを目的とする研究グループがあります。活動経費
は、地域部会については1部会上限5万円程度、研
究グループは1部会5万円（採択件数は優れた研究
計画若干）です。地域部会については、都心部から
東京近郊までを主たる活動地域とする部会を考えて
おりません。平成17年度の研究部会の募集を下記要
領で行います。なお、採否の審査結果は、4月初旬
にお知らせする予定です。

応募要領：
・提出書類
(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者
（会員，非会員別），助成希望金額，活動予定
（この順序でA4判用紙を使用して書くこと）
(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予
定者（会員，非会員別），研究計画，活動予定
（この順序でA4判用紙を使用して書くこと）

・応募締切：平成17年 1月 20日（木）必着
・郵送先：〒351-0197 埼玉県和光市南2丁目3-6
国立保健医療科学院技術評価部
日本行動計量学会運営委員会委員長
山岡和枝

・問い合わせ先：山岡（TEL: 048-458-6228）または
e-mail: yamaoka@niph.go.jpまでお願いします。

なお、研究部会に関する規約は
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/bukai.pdf

をご参照ください。
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日本行動計量学会

第33回大会について

日本行動計量学会第33回大会は、長岡技術科学
大学において、2005年8月26日（金）から29日（月）
にかけて開催することになりました。本年は、長岡
は大きな地震の被害を受けましたが、現在、完全に
復旧しつつあります。交通は、東京から長岡まで上
越新幹線で約1時間半、大阪からは飛行機で新潟ま
で、そして新潟から長岡まで新幹線で約20分となっ
ております。また、長岡駅からはバス、もしくはタ
クシーで大学まで約30分です。ホテルは、長岡駅周
辺に多くあります。詳細は、
http://kjs.nagaokaut.ac.jp/ueno/bsj/bsj2005/index.html
を参照してください。
大勢の参加者が来られることを心よりお待ちし

ております。

日本行動計量学会第33回大会実行委員長

長岡技術科学大学 植野真臣

第80回行動計量シンポジウム

「今こそ、調査の哲学を」

「世論－」、「社会－」、「市場－」など、調査にか
かわる当事者たちが調査の現状と課題を報告し議論
する、「今こそ、調査の哲学を」シンポジウムが、2004
年5月22日（土）、13:00～17:00の間、多摩大学ル
ネッサンスセンター（品川インターシティ）で開催
され、参加者は120名をこえる盛況であった。共催
は多摩大学。報告者および討論者は以下の通り。

〔報告者〕
世論調査の現状と課題：松田 映二（朝日新聞社）
社会調査の現状と課題：吉野 諒三（統計数理研
究所）

市場調査の現状と課題：萩原 雅之（ネットレイ
ティングス）

アメリカの調査事情：相田 真彦（ミシガン大学
ISR）

〔討論者〕
平野 浩（学習院大学）
山岡 和枝（国立保健医療科学院）

〔司会〕
松本 正生（埼玉大学）

シンポジウムの開催準備にご尽力いただいた多
摩大学の今泉忠先生に謝意を申し上げたい。

第81回行動計量シンポジウム報告
好みの計量研究会

芳賀麻誉美（女子栄養大学）

2004年8月21日（土）、女子栄養大学駒込校舎に
おいて、「「評価グリッド法」その理論と測定・分析
法の現状と進化」というテーマで第81回行動計量シ
ンポジウムを開催いたしました。主催は2001年度よ
り3年間小グループ研究会として活動してきた好み
の計量研究会で、内容は、記述的な定性調査法であ
る評価グリッド法の紹介から、合意形成場面での利
用や製品開発での利用、定量化と分析まで幅広く扱
い、多くの非会員の参加者を集めました。事前申込
み者は約200名、当日は約160名となり、朝から晩
までほぼ満席の熱気に満ちた有意義な1日となりま
した。なお、本シンポジウム後、好みの計量研究会
では情報MLを設置しました。ご興味のある方は、
haga@eiyo.ac.jpまでメールにてご連絡下さい。
＜プログラム＞
10：00-11：00 評価グリッド法とは何か～基本的な
考え方と実施法～：芳賀 麻誉美（女子栄養大学）

11：00-12：00 「評価グリッド法」誕生の秘密：讃井
純一郎（関東学院大学）

13：00-13：50 事例セッション1
事例1. 公共建築のブリーフィング～国交省、評
価グリッド法導入へ～：○小野 久美子（（国
交省）国土技術政策総合研究所）小島 隆矢
（（独）建築研究所）
事例2. 「選ばれる病院」のあり方を求めて～病
院の施設利用者評価（POE）調査結果より～：
丸山 玄（大成建設（株））

13：50-14：50 評価グリッド法の測定法と運用方法
の進化：芳賀 麻誉美（女子栄養大学）

15：00-15：35 評価グリッド法の分析方法の進化：小
島 隆矢（（独）建築研究所）
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評価グリッド法の

行動計量シンポジウムに参加して
国生理枝子（株式会社オリコム）

好み研の研究会には数回参加させてもらったが、
テーマは実務に近い観点で設定されている印象があ
る。この夏、女子栄養大学で開催された日本行動計
量学会・好みの計量研究会主催による第81回行動計
量シンポジウムは、研究と実務のコラボレーション
を生み出そうとする意欲が伝わってくるものであっ
た。
プログラムは、好み研代表の芳賀先生による評

価グリッド法の概説、産みの親である讃井先生によ
る誕生の秘密をはじめとして、公共建築物や病院施
設、食品パッケージ、浴室、デジカメの事例研究が
紹介され、パネル討論と総合質疑で締めるという充
実である。
広告会社でマーケティング・リサーチを行う私

にとっては、具体的で参考になる情報を入手するこ
とができた。正直にいうと、大会で聞くような研究
発表は”？”を抱えながらも質問する勇気が持てな
いことが少なくない。今回のシンポジウムはわかり
やすく伝えようと心を砕いてくださっている感じが
した。我々実務者は研究者と意見交換ができるよう
にもっと学ぶ努力をしなければと実感した。
好み研のメンバーは評価グリッド法の経験を蓄

積しているが、調査目的、対象品、対象者、実施法
で、その方法論がかなり違うということがわかった
という。もともと評価グリッド法は「スピリットを
理解すれば応用は自由」なものであるが、曖昧なま
まひとり歩きしないように、統合的な見解、ガイド
ラインなどの提案を視野に活動しているとのこと

15：35-16：50 事例セッション2
事例3. レトルトカレーを「おいしそう！」「買い
たい！」と思わせるには？～食品パッケージ
の魅力を探る～：○芳賀 麻誉美（女子栄養大
学）佐藤和佳子

事例4. Webを用いた浴室の好みの評価～消費者
のコトバからヒット商品の兆しを探る～：小
代 禎彦（東陶機器（株））

事例5. デジタルカメラの評価構造把握とSPへの
展開～Web評価グリッド法の開発とその利用
～：山川 義介（（株）インタースコープ）

17：00-18：00 パネル討論と総合質疑：讃井 純一郎
（関東学院大学）、丸岡 吉人（（株）電通）井上哲
浩（関西学院大学）

だった。参加者に対して、ノウハウ蓄積のために結
果そのものでなく、目的、対象品、対象者、測定法、
分析法での工夫など、方法論開発に関する情報提供
を呼びかけていた。多忙な時間を割いてのことなの
で、大変だと推察するが、ガイドラインの誕生を心
待ちにしている。

第82回行動計量シンポジウム報告
繁桝算男

8月25日、26日と二日間にわたり、第82回行動
計量シンポジウム「潜在変数モデルにおける最近の
発展 Recent Developments in Latent Variables Modeling」
が開催されました。
シンポの内容は、タイトルどおり、SEM、IRTな

どの潜在変数分析に関する新しい動きに関するもの
です。講演者と演題は以下のとおりです。

Libo Li, Peter M. Bentler (University of California, Los
Angeles):
The Greatest Lower Bound to Reliability: Corrected
and Resampling Estimators

Haruhiko Ogasawara (Otaru University of Commerce):
Asymptotic Biases in Factor Analysis and Principal
Component Analysis

Miao-Hsiang Lin (Academia Sinica):
Kernel Machine Discriminant Approach to Educational
Placement

Eiji Muraki (Tohoku University):
Comparability of TOEFL CBT Writing Prompts: DIF
Analysis for Different Native Language Groups and
Response Model Analysis

Wim J. van der Linden (University of Twente):
Modeling Response Times in an Item Response Theory
Framework

Maomi Ueno (Nagaoka University of Technology):
An Uified Derivation of Various IRT Models from
Bayesian Approach

Hamparsum Bozdogan (University of Tennessee):
Model Selection in Modern Latent Variable Model-
ing Using Information Complexity

Kazuo Shigemasu, Takuya Ohmori, Takamitsu
Hashimoto, Kazumasa Mori (The University of
Tokyo):
Three Applications of Baysian Hierarchical Modeling
in Item Response Theory
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Hedibert F. Lopes (University of Chicago):
Bayesian Inference and Model Assessment for the
Analysis of Smooth Transition Autoregressive Time
Series Models

Teruo Nakatuma (Keio University):
Bayesian Analysis of a Hidden Markov Mixture of
GARCH Processes

海外からそれぞれの分野で著名な研究者5名と、
日本からの研究者がそれぞれ、最近の成果を発表
し、そのあとの討論も熱のこもったものでした。
参加者は、57名でした。内容の質の高さから言

えば、もっと ,聞く人がいてもいいかなと思いまし
たが ,時期が悪かったかもしれません。参加した方
にとっては、意義があり、かつ、将来の研究方針を
考える上で示唆の多いシンポジウムだったと自負し
ております。

第83回行動計量シンポジウム

「Factor Analysis Centennial

Symposium at Osaka」の報告
狩野 裕

標記シンポジウムは平成16年10月2日(土)～10
月 4日(月)の日程で大阪大学中之島センターメモリ
アルホールにおいて国際会議として開催された。発
表や討論はすべて英語で行われた。外国からの特別
招待講演7件を含む17件の発表があった。参加者は
約80名で、このようなテーマを絞った国際シンポジ
ウムの中では盛況であったと言えよう。220頁の予
稿集を作成した。特に興味深いいくつかの発表を紹
介する。Hyvarinen教授(University of Helsinki)は統計
解析における非正規性の重要性に言及し、特に、裾
の重い分布が実際の現象で多く見られることを指摘
した。清水昌平氏(Osaka University)は、構造方程式
モデリングに非正規性を導入することで、識別可能
でない構造方程式モデルや適合が吟味できない飽和
モデル等の問題が解消されることを指摘した。
Mooijaart教授(Leiden University)は、3次キュムラン
トの利用で、因子分析の独立モデルや非線形モデル
等が推定可能になることを示し、3次キュムラント
の選択に関して興味ある実験結果を提供した。他に
も多くの興味深い発表があったがここでは省略す
る。プログラム等の詳細は、
http://www.sigmath.es.osaka-u.ac.jp/̃murayama/fa100/
FA100main.html

第32回大会チュートリアルの報告
大学入試センター 大津起夫

例年、本学会では大会に先駆けてチュートリア
ルを行っているが、今年度は9月15日（水）（研究
発表初日の前日）に、青山学院大学の青山キャンパ
スにおいて「離散データの記述的多変量解析法」を
開催した。当日は立命館大学文学部の足立浩平氏と
大津が講義を担当した。チュートリアル運営には、
大会実行委員会から青山学院大学の矢頭ゆう（悠の
心なし）介氏、伊東由佳氏、および学会運営委員会
委員でもある菊地賢一（東邦大学）、大森拓哉（現、
多摩大学）の両氏があたった。
チュートリアルの内容は、パターン分類の数量

化および数量化3類（対応分析および多重対応分析
とも呼ばれる）の分析手法としての特徴と、その後
継となる手法の解説を中心とするものである。
当日は、午前10時から受付を開始し、10時30分

から昼休みをはさんで17時10分までのスケジュー
ルで次の4つのセクションからなる講義を行った。
最初のセクション「記述，予測，因果」では、介

入を伴わない調査データからの因果推論の難しさ
を、大規模な調査研究の例を用いて指摘した。午前
中の次のセクション「パターン分類の数量化とその
後継」では、2値データの関連性の指標の特徴と、2
重分割表のための情報縮約である対応分析（パター
ン分析の数量化）について説明し、その問題点を指
摘した。ついで、多項分布モデルを用いるGoodman
の相関モデルと連関モデルについて説明した。午後
の前半のセクションは、「等質性分析による離散
データの数量化」とのタイトルで、多重対応分析（数
量化3類）および非計量的主成分分析法についての
解説を、実データの分析例および商用ソフトウェア
であるSPSSのCATPCAの利用法を交えて行った。
「等質性分析」とはこれらの手法の総称である。午後
の後半は、「多次元尺度法とダイナミックグラ
フィックス」とのタイトルで、多次元尺度法の基本
的な解説と、動的なデータ視覚化のためのフリーソ
フトウェアであるGGobi の紹介とを行った。午後の
前半のセッションを足立氏が担当し、午前および午
後の後半を大津が担当した。
当初50名程度の参加申し込みを予測していたが、

幸いなことにこれを超える申し込みがあり、会場の
都合により85名で打ち切らせていただいた。当日は

を参照されたい。なお、予稿集に少々残があるので、
興味がある方は狩野までメイル(kano@sigmath.es.
osaka-u.ac.jp)で連絡されたい。実費(郵送費)でお分け
したい。
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2003年度第5回理事会議事録
（昨年度の記録です。ご注意ください。）

日時：2003年 11月 14日（金）18:00～ 20:00
場所：統計数理研究所新館2F特別会議室
出席者：杉山明子（理事長），池田央，今泉忠，岡太
彬訓，狩野裕，繁桝算男，竹村和久，林文，馬場
康維，前川眞一，吉野諒三，渡辺美智子

議事：
1. 第 31回大会報告：第31回大会報告があった。正
式な会計報告はまだ行われていないが、収支に
余裕が出たので30万円ほど学会に返却したいと
の申し出が大会実行委員長からあることが報告
されたが、寄付として取り扱ってはどうかとの
意見があった。

2. 第32回大会について：岡太大会担当委員会委員長
から、第32回大会が2004年9月16日から18日
にかけて青山学院大学相模原キャンパスで開催
予定であること、次回会報（12月発行予定）に
詳細を掲載予定であることが報告された。

3. 各種委員会報告
(1) 吉野和文誌編集委員長から、編集委員会の委
員リストが提示され、新委員会で編集作業が
スムーズに進んでいること、第30巻第2号が
発行予定であることが報告された。

(2) 前川欧文誌編集委員長から、校正作業が終
わったので欧文誌も年内に刊行予定であるこ
とが報告された。

(3) 馬場庶務担当理事から、統計数理研究所図書
室に最近、Behaviometrikaが入ってこないこ
とから、日本出版貿易センターや日本学会事
務センターの発注経路を調べる必要性がある
ことが指摘され、繁桝理事と狩野理事で調査
することになった。

(4) 池田学会賞担当委員長より、今度の名簿改定
までに見直しの必要がある事項として、学会
賞についての申し合わせに関して、年齢基準
を外すことが提案されたが、名誉会員に関す
る年齢基準と併せて、この基準見直しについ
ては委員会での再検討が要請された。また、
学会賞の名称について検討し、ニックネーム

として使われていた、肥田野直・水野欽司賞
（奨励賞）について正式名称とすることとし
た。その結果、以下３つの名称が正式名称と
して用いられることとなった。
林知己夫賞（功績賞）、林知己夫賞（優秀賞）
（平成14年度より）
肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）
（平成15年度より）

4. 社会調査士資格認定機構の発足について：岡太理
事より、10月に開催された第5回社会調査士資格
認定機構設立準備会の会議報告が行われた。ま
た、事務局より「社会調査士資格認定機構設立総
会」のポスターが配布された。

5. 横断型基幹科学技術研究団体連合について：岡太
理事より資料が提示され、横断型基幹科学技術
研究団体連合への参加が検討された。

6. 事務局からの報告と提案：馬場庶務担当理事よ
り、学会刊行物の頒布に関する情報の整理の必
要性が指摘され、HPにより入手方法の案内をす
ることなどが提案された。また、会員名簿に掲載
する情報が検討された。

2003年度第6回理事会議事録
（昨年度の記録です。ご注意ください。）

日時：2004年 2月 16日（月）18：00～ 20：00
場所：統計数理研究所新館2F特別会議室
出席者：杉山明子（理事長），今泉忠，岩崎学，齋藤
堯幸，繁桝算男，竹村和久，馬場康維，前川眞一，
丸山久美子，村上征勝（以上理事），伊東由佳（二
宮理憙第32回大会実行委員長代理）

議事：
１．第32回大会について
二宮理憙大会実行委員長に代わり、伊東由佳（青

山学院）氏より準備状況について報告があった。
２．第33回大会について
大会担当委員会岡太委員長欠席のため、代理で

馬場事務局長より下記の報告と提案があった。
１）2005年の大会（第33回大会）については、長
岡技術科学大学の植野真臣氏から引き受けても
良いとの連絡をいただいている。統計学関連学
会連合大会を長岡で同時にということも、現地
の意向によっては提案する可能性がないわけで
もない。

２）統計学関連学会連合の委員会が近々開かれる。
そこで、連合大会を提案しても良いだろうか
１）については了承した。２）については、可能

性は残しておくが、統計学関連学会連合の委員会で
は、積極的に提案することはしないこととした。

65名の参加があった。都心での開催ということも
あってか、参加者の半数は大学以外の研究機関や企
業に所属される方であり、17名の非会員の参加者が
あった。
チュートリアルの会場では、会場から講師への

質問が多くあり、ここで扱った手法への需要の強さ
を感じさせられた。
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３．各種委員会報告
１）運営委員会
山岡委員長に代わり馬場事務局長が報告した。
・春の合宿セミナーを3月25日（木）、26日（金）
の両日、長岡技術科学大学で開催することに
なった。委員長は植野真臣会員（長岡技術科
学大学）、運営委員会から吉村（副委員長）、前
田（副委員長）、大森（事務局長）が実行委員
として参加する。

・狩野裕会員の企画で、”General Latent Variable
Modeling Using Mplus Version 3.”と題するセ
ミナーを開催することになった。開催日は大
会前日の9月15日（水）を予定している。

・今後のシンポジウムについていくつかの提案が
なされている。順次、開催の予定である。

２）広報委員会報告
欠席の菊地委員長に代わり馬場事務局長が報告

した。
・1月19日から、会員向けメーリングリストの
web上での登録を開始した。運用管理はメー
リングリスト・ワーキンググループ（菊地賢
一広報委員長、大森拓也、前田忠彦、吉村宰）
が担当する。

３）欧文誌編集委員会報告
前川欧文誌編集委員長から、欧文誌の発刊予定

について報告があった。
４．日本学術会議統計学研究連絡委員会報告
岩坪秀一統計学研究連絡委員会委員提出の資料

に基づき、馬場事務局長が報告した。
１）2003年12月8日に第19期日本学術会議統計学
関連委員会の第1回会合が日本学術会議第4部会
議室で開かれ、委員の自己紹介の後に、互選によ
り、委員長に柳川堯氏（第4部委員：九州大学教
授）、幹事に岸野洋久氏（日本計量生物学会：東
京大学教授）と竹村彰通氏（日本統計学会：東京
大学教授）が選出された。

２）今後の活動方針について議論がなされた。主な
ものは以下のとおり。
・科研費補助金の「系・分野・分科・細目」に関
連したキーワード及び対応研連一覧の見直し
をする。当学会として、「データサイエンス」
をキーワードの一つとして提案した。

・統計学関連学会の連携の促進を図る。これは、
前期の統計学研連からの重要な引継ぎ事項で
あり、ホームページの立ち上げ等を考慮中、
との柳川堯委員長からの発言があった。

５．統計関連学会連合委員会報告
馬場同委員会委員より、1月31日に統計数理研究

所で開催された標記委員会について、下記の報告が
あった。

１）2004年度の連合大会は岩手県花巻市の富士大学
で開催される。3学会（日本統計学会、応用統計
学会、日本計量生物学会）の共催になる。当学会
は、協賛という形で参加する。他に日本計算機統
計学会、日本分類学会も協賛となる。

２）統計関連学会連合のありかたについて、母体と
なる6学会（日本統計学会、応用統計学会、日本
計量生物学会、日本行動計量学会、日本計算機統
計学会、日本分類学会）から代表を出して具体的
に検討する。そのために、二つの小委員会を立ち
上げる。
組織小委員会（各学会の会長、日本行動計量
学会は理事長をメンバーとする）

事業・広報小委員会（各学会から1名参加。オ
ブザーバー参加も可）

６．その他
１）学会の後援・協賛依頼について
統計学関連学会連合大会から、協賛依頼があっ

た場合、協賛の承認については理事長と事務局長の
相談で決定して良いことを確認した。

関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。

＜学会大会等＞
☆ 第39回数理社会学会大会
会　期：2005年 3月 4日（金）・5日（土）
会　場：新潟国際情報大学
照会先：大会事務局
〒950-2292 新潟市みずき野3-1-1
新潟国際情報大学情報文化学部
小宮山智志研究室気付
Tel: 025-239-3738（直通）
Fax: 025-239-3690（代表）
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/index.html

＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ 国際シンポジウム「システマティック・レビュー

とメタ・アナリシス」

（日本行動計量学会協賛行事）
日　時：2005年 2月 25日（金）9:00～ 17:30
会　場：国立保健医療科学院・講堂（埼玉県和光市）
主　催：厚生労働科学研究費研究班「エビデンスを適
切に統合するメタ・アナリシスの理論、応用と普
及に関する調査研究」
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公募・求人情報

本コーナーでは計量的手法や社会調査、統計学
と関係が深いと思われる公募を中心に、公募情報を
抜粋して紹介します。以下の公募は、応募期限の早
い順に並んでいます。公募情報の詳細については、
公募元にご確認下さい。
なお、研究者の公募情報は、例えば独立行政法人

科学技術振興機構の「研究者人材データベース
（JREC-IN）」で参照することができます。URLは下
記の通りです。ご活用をお勧めします。
http://jrecin.jst.go.jp/
以下には上記JREC-INに含まれていない公募情

報も掲載されている場合があります。原則として、
本学会に直接広報依頼のあった公募については詳細
に情報を記載します。

組織委員会：丹後俊郎（国立保健医療科学院），折笠秀
樹（富山医科薬科大学），津谷喜一郎（東京大学大
学院），野口善令（藤田保健衛生大学），山岡和枝
（国立保健医療科学院）

招待講演者：Professor Joseph Lau (New England Medi-
cal Center, USA)， Professor John Ioannidis (University
of Ioannina, Greece)， Professor Doug Altman (Center
for Statistics in Medicine, UK)，Professor Ingram Olkin
(Stanford University, USA)

参加費：無料（ただし懇親会は会費2000円）
一般演題（示説）申込期間：2004年9月1日（水）～
2005年 1月 14日（金）（必着）

参加申込期間：2004年9月1日（水）～2005年2月10
日（木）（定員300名），（シンポジウム終了後の懇
親会の申し込みもしております。）

照会先：〒351-0197埼玉県和光市南2-3-6
国立保健医療科学院・技術評価部
国際シンポジウム2005事務局 根津葉子
Tel: 048-458-6223, Fax: 048-469-3875
E-mail: yokon@niph.go.jp
URL: http://www.niph.go.jp/soshiki/gijutsu/sympo05/

☆ 九州大学大学院経済学研究院
1. 担当科目：講座内容：経済統計（所属：国際経済経
営部門国際経済分析講座），講義科目：経済学部の
「経済統計」と「社会統計」，大学院経済学府の「統
計計量分析」

2. 採用人員：助教授1名
3. 採用時期：2005年 4月 1日以降
4. 応募資格：(1)大学院博士課程修了者（単位取得退学
者，又は平成17年3月までに修了見込みの者を含
む），又は，それと同等以上の能力があると認めら
れる者 (2)年齢は40歳（平成17年4月1日時点）以
下 (3)大学院において実証的な統計計量分析の講
義・演習が担当できること

5. 応募期限：2004年 12月 24日(金)必着
6. 照会先：九州大学経済学部庶務掛長（末次良文）
Tel: 092-642-2437, Fax: 092-642-2434
E-mail: kzssyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp

☆ 追手門学院大学人間学部
1. 募集人員：教授，助教授または講師1名（人間学部
社会学科）

2. 研究分野：社会科学，社会学
3. 応募資格：(1)社会学またはその関連領域を専攻し、
社会調査に関する研究業績を有すること (2)博士の
学位を有することが望ましい (3)専門社会調査士の
資格を有するか、着任までに資格を取得する見込
みであること (4)「社会調査法」および「社会調査
実習」、「社会統計」、「情報処理演習」、その他の［社
会調査・情報関連科目］を担当できること (5)「社
会調査」の関連科目の担当経験を有することが望
ましい（専任・非常勤を問わない） (6)年齢は、採用
時（2006年4月1日）におおむね50歳までが望ま
しい

4. 応募期限：2004年 12月 25日
5. 採用期日：2006年 4月 1日
6. 照会先：〒567-0008 大阪府茨木市西安威2-1-15
学校法人追手門学院法人事務局人事課
（担当 中井 隆）
E-mail: Takashi_Nacai@office.otemon.ac.jp
Tel: 072-641-9609, Fax: 072-641-7393
URL: http://www.otemon.ac.jp/koubo/shakaichosa/
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編集後記
今号には、日本学会事務センターの破産に関す

る状況報告と、本学会の対応についての記事を掲載
いたしました。ご心配をおかけいたしまして申し訳
ありません。
また、恒例となりました春の合宿セミナーのご

案内も掲載しております。特に、若手の研究者の皆
様、お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会会員数
（2004年7月5日現在）
正会員 1018名
準会員 83名
名誉会員 6名
賛助会員 17社

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
和文誌編集委員会では、審査プロセスの迅速

化、省力化のため、今後、以下の方針で作業を進
めたいと思っていますので、ご協力ください。
例えば、投稿論文の審査プロセスの迅速化を念

頭におき、投稿者は編集委員会へ論文のハードコ
ピーを4部提出することになっていたが、ハード
コピー（少なくとも1セット）を郵送するととも
にPCファイル（できればword形式）を電子メイ
ルに添えつけ提出することに御協力願います。審
査過程も、メイルの活用で迅速化したいと思って
います。
投稿論文の内容の審査に関しては、重要な点に

関して明白な数学的誤謬があったり、多重投稿や
アイデアの優先権や著作権に問題がない限り、多
少粗削りでも、どこかに時代の先端を切り拓く研
究発展への萌芽を持っているものを歓迎したいと
思います。また、新たなデータ採集や方法論の報
告だけでなく、現状の広義の統計関連分野を批判
して、新しい時代へ導く木鐸を鳴らす檄文も歓迎
いたします。
論文送付先
〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
文部科学省統計数理研究所内
「行動計量学」編集委員長 吉野諒三
e-mail: yoshino@ism.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒153-8902 東京都目黒区駒場3-8-1
東京大学大学院総合文化研究科生命環境科学系
欧文誌編集委員長
繁桝算男
kshige@bayes.c.u-tokyo.ac.jp

会員の著書等

☆ 印東太郎，Tarow Indow，“The Global Structure of
Visual Space”．Advanced Series on Mathematical
Psychology Vol. 1，World Scientific: NJ.，2004年．

☆ 林知己夫著作集編集委員会（村上征勝，岩坪秀
一，大隅昇，加留部清，岸野洋久，杉山明子，馬
場康維，林文，森本栄一，山岡和枝，吉野諒三）
『林知己夫著作集』（全15巻）勉誠出版，2004年．
☆ 小野寺孝義・山本嘉一郎（編）足立浩平・金明秀・
阪本雄二・太郎丸博・中野康人（著）『SPSS事典
―BASE編―』ナカニシヤ出版，2004年．

☆ 盛山和夫『社会調査法入門』有斐閣，2004年．
☆ 山田剛史・村井潤一郎『よくわかる心理統計』（や
わらかアカデミズム〈わかる〉シリーズ）ミネル
ヴァ書房，2004年．

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

第 8回春の合宿セミナー
http://www.kikuchi-lab.jp/seminar2005/

第 33回大会Webページ
http://kjs.nagaokaut.ac.jp/ueno/

bsj/bsj2005/index.html


